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進んで学ぼうとする「分かる」「魅力ある」授業づくり

【学力向上策１】

【校内研修】学習課題のバリエーション

【課題について考えてみるよさ】
・終末の姿を考えるので、ねらいをはっきりと意識できる。
・子供が、終末に何ができるようになっているのか考えるので、教師の手立てが明らかになる。
・教科の本質にせまるので、教材研究を深めることができる。

☆ 成果
・授業のスタートからではなく、ゴールからさかのぼって
学習課題を考えることで、本時のねらいへのアプローチ
を強く意識することができた。

・子供たちが45分間の授業の活動に見通しをもち、主体的

に学習を進めていくには、どのような学習課題がよいか
という吟味をすることで、一人一人の子供の姿を思い浮
かべ、学習過程を考えることができた。

(案1) 「かける数」の大きさに目を向けて、「積」
と「かけられる数」の大小の関係を説明し
よう。

(案2) 「かける数」の大きさに目を向けて、「積」
が「かけられる数」よりも大きくなるか小
さくなるか、10秒で判定するポイントを見
付けよう。

(案3) 「かける数」の大きさに目を向けて、数直線
を用いて、「積」と「かけられる数」の大
小の関係を説明しよう。

(案4)  どんな数をかけると、積は、かけられる数
より小さくなるのか。

【５年算数科「小数のかけ算を考えよう」】

【校内研修】対話リフレクションによる事後研修
～教師が意識を変える～

☆ 成果
・限られた時間の中で､効率的な協議会が行えるように工夫したことにより、授業者がやってよか
ったと思え、参加者にとって学びとなる事後研修を行うことができた。事前研修の段階から、参
加者全員が参画意識をもち、一緒に授業をつくり上げようという意識が高まった。



進んで学ぼうとする「分かる」「魅力ある」授業づくり

【学力向上策１】

学 習 課 題 の 工 夫

☆ 成果
・授業のスタートからではなく、ゴールからさかのぼって学習課題を考えることで、本時の
ねらいへのアプローチを強く意識することができた。

・子供たちが45分間の授業の活動に見通しをもち、主体的に学習を進めていくには、どのよ
うな学習課題がよいかという吟味をすることで、一人一人の子供の姿を思い浮かべ、学習
過程を考えることができた。

「たし算アイテム」を使って、問題をつくろう。

６年２組の「歩く速さナンバー１」を決めよう！

時間や距離に着目して、24人の速さを比べよう。

【１年算数科「あわせていくつ ふえるといくつ」】

目指す子供の姿をイメージして学習課題を設定する。

終末にめざすのは…
「あわせて」「ぜんぶで」「みんなで」の言葉を使って、た
し算の問題をつくる子供たち。そこで…

【６年算数科「速さの表し方を考えよう」】

自分たちの生活に結び付いた課題を設定し、
実感を伴いながら考えを深めさせたいと願い…

学 習 形 態 の 工 夫（グループ活動）

☆ 成果
・グループ活動では、司会者、書記等分担をすることを習慣化することで、たくさんの子供
たちに表現の機会を与えることができた。

・ホワイトボードは、書いたり消したりが容易であり、グループの考えを集約するのに適し
ている。また、手に持って発表できるので、聞いている他のグループの友達を意識した立
ち位置が工夫できた。（子供の発表の立ち位置は、自席から移動し教室の前後左右にする
ことで全員が聴きやすくなる。）

・グループ毎のホワイトボードは、移動可能なため、板書に位置付け、分類や比較ができた。

グループの話合いを代
表者が発表する。

ホワイトボードを板書
に位置付ける。

司会等、担当を決めて、
話合いをする。



個 別 の 支 援 （パワーアップ教室）

学習内容の定着が困難な子供たちに対して、給食準備の時間を利用し、パワーアップ教室を開い
ている。無担任の教師が対応し、漢字や計算の個別指導を行っている。

☆ 成果
・教師が寄り添いながら教えるので、安心感を得られる。
・少しでもできたことをほめ、がんばりを認めることで、
やればできる自分に気付き、学習の楽しさを味わうこと
ができる。

・パワーアップ教室に参加した子供たちのほとんどが、漢
字・計算チャレンジテストで合格した。

１年生 ２年生 ３年生以上

☆ 成果
・低学年において、ノート型のワークシートを使用することで、中学年以降のノート指導への適
切なステップとなる。

・基本的な決まりについて教師間で話し合い、共通理解を図ったことで、発達段階に応じた系統
的なノート指導を行うことができる。

上記に加えて、４年生以上では、以下のように指導する。

日付 ページ
自分の考え
（図、式、絵）

日付 ページ 問題 課題
自分の考え
（図、式、絵、数直線、言葉）

まとめ 学習感想

ノ ー ト 指 導 ～系統性を意識して～

日付 ページ 問題 課題
自分の考え（図、式、絵、数直線、説明）

友達の考え
まとめ 学習感想

☆ 自分の考えを複数書く。
☆ 既習事項を用いて考えを書く。
☆ 友達の考え（自分の複数の考え）と比較して、共通点や相違点を書き込みする。
☆ 問題を解く上での間違いやすいポイントを書く。

課題

ドット方眼図スペースを用意し、
「操作をする→考えを残す」とい
う活動に慣れさせる。

まとめ

２年生「形をしらべよう」のノート型ワークシート

課題からまとめまで、子
供が見通しをもって主体的
に学習を進め、書き込みが
できるように、空欄を埋め
るようなノート型ワーク
シート



学習規律と学習習慣の定着

【学力向上策２】

射水スタンダード～授業のABC～の徹底

☆ 成果
教師の意識が変わることにより授業改善が図られ、子供たちの学習意欲も高まってきたと

実感できた。

教師が、当たり前のことを徹底して継続して実行していくことで、子供たちの学
習へのリズムが整い、学習意欲も高まると考え、射水スタンダード ～授業のABC～
に継続して取り組んだ。

１ 授業の開始と終了時刻を守っている。
２ ゴールの姿を明確にした学習課題を明示している。
３ 理解しやすい板書を心がけている。
４ 振り返りの場を設定している。
５ 積極的にほめている、認めている。

学習課題の明示と振り返りの場の設定について ～アンケート結果～

どんな数をかけると、
積はかけられる数より小さくなるのか。

課題

をかけると、
積はかけられる数より小さくなる。

学習課題を強く意識させるための手立て例

まとめ
課題を提示すると同時に、

まとめも板書に位置付け、
学習課題を強く意識させる。



学 習 習 慣 の 定 着

インターネットを使う際の決まりを家庭で話し合い、記入してもらうことで、子供だけでなく
保護者の意識も高め、学校と家庭が共に取り組む体制を強化した。

☆ 成果
・メディア利用に家の人と決めた約束を加えたことで、保護者の子供への声かけが増えた。
・射北中学校のテスト期間にがんばり週間を合わせたことで、「中学生の兄と揃って家庭学習に
励めてよかった」という保護者からの意見があった。

家庭学習がんばりカード

家庭学習の時間の確保のために

メディア利用を自分でコントロールできる子供たちを目指して

「ノーメディアにしたい
５つのこと」は、このよ
うなポスターにし、保護
者にも協力が得られるよ
う、２学期末個別懇談会
の際に、保護者待合室等
に掲示した。

☆ 成果
・学級で行った「ノーメディアデーにしたい５つのこと」の話合いでは、子供たちの素直な声
が聞かれた。友達の実践を聞き、「それならできるかも」「○○さんがやっているならわた
しも」と前向きなつぶやきが聞かれた。

・学級で話し合うことで、やらされ感がやや減り、「じゃあ、わたしはこれをしよう」と自分
たちで選択して取り組もうとする意欲が高まった。

家庭学習がんばり週間中の「ノーメディアデー」を有意義に楽しく達成するために、ゲーム
やネット視聴以外にどんな過ごし方ができるかを各学級で話し合った。



学 習 習 慣 の 定 着

自主学習ノートの内容の充実

このような自主学習の例の紹介記述
だけでは、具体的に取り組めない子供
たちが多かった。

そこで･･･

自主学習の内容に偏りが見ら
れた学年では･･･

何からどのように始めればよいか分からない
子供たちの意欲を喚起するために･･･

☆ 成果
これらのプリントを自主学習ノートに貼り、参考にしたり視写したりすることで、家庭学習の

内容の向上が見られた。

研 究 同 人
杉高 浩 前田多恵子 福山 暁雄 片岡 智子 大門 明美
塚原由紀子 轡田 有紀 寺島 優子 花川 幸子 髙林 三智
井幡 葉子 近藤 隆司 小林 一美 海老澤健一 町田 克也
武田 友寿 奥田 聡子 向平 亜礼 中林阿以香 山下 真也
東野 栄子 竹元真紀子 館 文枝 澤 朋子 新谷 由華

ノートの使い方や参考例の紹介
おすすめの学習内容を紹介


